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会  議  録（要点記録） 

会 議 名 第３８期小金井市公民館運営審議会第１回審議会 

事 務 局 公民館 

開 催 日 時 令和７年１０月８日（水）午前１０時００分から午前１１時３０分 

開 催 場 所 小金井市役所第二庁舎８階８０１会議室 

出 席 委 員 
大坪委員長 倉持副委員長 福井委員 関委員 嶋田委員 

石原委員 池本委員 川上委員 小勝委員 

欠 席 委 員 武田委員 

事 務 局 員 
大熊教育長 鈴木公民館長 落合事業係長 八方事業係主査   

諏訪庶務係長 

貫井北・東分館

事業運営受託者 

ＮＰＯ法人市民の図書館・公民館こがねい 

鈴木東分館長 伊藤緑分館長 村山貫井北分館長 

傍 聴 の 可 否  可 傍 聴 者 数   ０名 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 委員、事務局自己紹介 

３ 正副委員長の選出 

４ 審議会の進め方等について 

 ⑴ 会議録について 

 ⑵ 傍聴等について 

 ⑶ 公民館、公民館運営審議会の概略について 

５ 報告事項 

 ⑴ 東京都公民館連絡協議会 委員部会の報告について 

 ⑵ 公民館事業の報告について 

６ 審議事項 

 ア 公民館事業の計画について 

７ その他 

 ⑴ 第３７期公民館運営審議会の提言について 

 ⑵ 公運審の開催スケジュールについて 

８ 閉会 

 

配付資料 

資料１ 小金井市公民館運営審議会委員名簿（第３８期） 

資料２ 公民館運営審議会について 

資料３ 都公連委員部会報告書 

資料４ 公民館事業の報告 
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資料５ 公民館事業の計画 

資料６ 意見・提案シート 
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会  議  結  果 

１ 開会 

【鈴木公民館長】 

  これより第３８期の第１回公民館運営審議会を開催する。 

 委員長、副委員長選出までの間、進行を務めさせていただく。 

 委嘱状の交付に移らせていただく。 

 

 （辞令交付） 

【大熊教育長】 

  委員に就任いただき、心より感謝を申し上げます。 

教育基本法第３条には、生涯にわたり学習することのできる社会の実現が挙げら 

れ、公民館はこの理念を具現化する拠点で、市民が自らの関心や課題に基づいて学び

を深め、その成果を地域や社会の中で生かし他者とつながる場となり、学びの社会的

循環が求められるが、少子高齢化の進行や財源状況の変化、施設の老朽化などの変化

がある。 

 将来にわたり持続可能な運営のため、これまでの制度や慣行を見直し、前期の審議

会でも取り上げた一部有料化を含めた新たな運営の在り方は、単に財源確保の措置で

はなく、市民一人一人が自らの学びの場を共に支え育てる主体的な関わりを促す仕組

みと今まで以上に活用するための手だてと捉えている。これからの時代にふさわしい

学びの拠点として、次の世代に引き継いでいくため、多様な立場からの知見を生かし、

理念と現実の双方を見据えた建設的な議論をお願いしたい。 

       

【鈴木公民館長】 

  教育長は他の公務により退席とさせていただく。 

 

２ 委員、事務局自己紹介 

【鈴木公民館長】 

  各委員から自己紹介をお願いする。 

 

【福井委員】   

社会教育関係登録団体「公民館のあすを考える会」の推薦であり、当会は学び中心 

の事業運営を活発に運営しており、会員には公運審委員、企画実行委員の履歴の方が

含まれ、現在は自主講座を行っている。 

 公民館本館の企画実行委員を３期６年と、前期第３７期からの公運審委員２期目

で、この経験を生かし、積極的に意見を述べていきたい。 

 

【関委員】   

社会教育登録団体「小金井稲門会」は早稲田大学のＯＢの親睦会で、推薦されて参 

加している。２年間の期間ですが、頑張りたい。 

 

【大坪委員】   

小金井商工会の理事を務めており、委員になるまでは公民館に触れるこがなく、前 



 4  

期より携わり新しい気づきを得ることができた。一層、公民館が発展するように少し

でも寄与したい。 

 

【嶋田委員】   

選出区分が小金井市社会福祉協議会となり、今期から携わります。勉強しながら、 

参加したい。 

 

【石原委員】 

  小金井市立の小中学校ＰＴＡ連合会から出向で、２期目となる。子育て中の公民館 

の参加はなかなか難しいが、若者の公民館利用の観点の情報収集をして、今期も何か 

しらお手伝いしたい。 

 

【倉持委員】   

東京学芸大学で社会教育、生涯学習が専門で、前期に引き続きである。近隣自治体 

で社会教育関係等の委員で関わっているが、地域には地域ならではの特性があり、小

金井市民の皆さんからいろいろ学び、微力ながら力を果たしたい。 

 

【池本委員】  

 ２００９年からアンサンブル小金井で音楽団体を主宰し、以前は、小金井市民オー 

ケストラで緑センターの開設ぐらいから公民館を利用している。利用者として、今回 

公募での参加となる。 

 

【川上委員】  

 美術に携わる仕事をしており、公民館の講座に何度か参加し充実した時間が過ご 

せ、公民館が好きで応募した。分からないことだらけですが、教わりながら、微力な 

がら協力できたらと思う。 

 

【小勝委員】 

 昨年、放送大学に入学し楽しく学んでいる。成人の学びに興味があり、小金井の公

民館講座が非常に面白いと思うが、情報にリーチするのが難しい。そういったところ

を訴求できないかと、参加させていただいた。微力ながらお手伝いしたい。 

         

【鈴木公民館長】 

  小金井市立緑小学校の校長の武田委員は本日欠席の連絡をいただいている。 

改めて、公民館長の鈴木です。この４月から着任している。有料化の課題は、第３ 

７期で議論いただき、この８月に提言があった。市としては重く受け止め、尊重して

いきたい。また、今後の動きも委員の皆様にも報告し、相談したい。 

 引き続き、活発な公民館、そして、様々な方に使っていただける公民館を目指して 

取り組みたい。 

        

３ 正副委員長の選出 

【鈴木公民館長】 
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  小金井市公民館条例第１９条に基づき、正副委員長を指名推薦としたいが、どなた 

か委員長の推薦をお願いしたい。 

        

【福井委員】  

 前期に一緒に運営した、商工会での会議経験がある大坪委員を委員長にお願いした 

いが、いかがでしょうか。 

 

（ 拍  手 ） 

【鈴木公民館長】 

  ただいま大坪委員を委員長に推薦をいただいた。 

異議がないようなので、委員長席に移動していただき、進行を交代させていただく。 

 

【大坪委員】  

 改めまして、今期、委員長という大役を務めさせていただきます。先ほど大熊教育 

長からも、公民館がこの先、発展のためには、これまでにないような新たな世代を超 

えた交流と、利用していない人が公民館に興味を持つような内容の充実が大切なこと 

だと思う。前期は、一部有料化に丸２年、実は４期８年をかけ形になっている。公民 

館の事業の本質的、あるべきところに時間が取れなかったと感じている。 

 今期３８期は、皆様と一緒に公民館の事業がよりよいものになるように、建設的な 

会議を開催したいので、２年間、よろしくお願いします。 

 次に、副委員長について、推薦をお願いしたい。 

 

【福井委員】   

前期、副委員長として実績があり、学識経験者の倉持委員を推薦したい。 

 

【大坪委員長】 

  前期に引き続き、倉持委員に副委員長をお願いすることで御異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

【倉持副委員長】 

  小金井市は公民館の歴史は非常に長く、数年前には文部科学省で事業表彰されたよ 

うな質の高い講座や、企画実行委員会が各館に置かれ、市民参画型で講座の企画など 

も特徴的で、運営も委託と直営と混在しながら、各地域性に合わせた取組をしている。 

市民の皆さんが思う公民館の強みをこの先どう残し、あるいはどこを変えると広がる 

かを、それぞれの立場や関心から積極的に意見を出し合えたらと思う。 

 

４ 審議会の進め方等について 

 ⑴ 会議録について 

【諏訪庶務係長】 

  前期に引き続き、要点記録でと考えていますが、いかがでしょうか。 
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【池本委員】   

今回も踏襲するという考え方ですか。 

要点記録の過程はいかがか。 

         

【諏訪庶務係長】 

  庁内においてＡＩでの会議起こしを検討はしているが、まだ、活用までに至らない。 

 

【池本委員】   

ＡＩを利用するかの評価の基準は。今は使えないということですよね。 

 

【諏訪庶務係長】 

検証をしているが、まだ精度がいま一つである。池本委員の懸念される部分は。 

 

【池本委員】  

 単にコストである。そしてスピード感で、ＡＩは全てでないことは分かる。費用も 

いろいろで、どの辺りの基準のＡＩを使うのかもあるという意見である。 

 

【大坪委員長】   

他の審議会等の議事録は、現状はＡＩか業者委託かは、統一されているものか。 

 

【諏訪庶務係長】   

 短い会議であると、ＡＩを活用している場合も聞いているが、審議会クラスでは委 

託している形もある。 

 

【福井委員】   

 ＡＩ云々は、２次的な話であるので、基本的なところは、前期に引き継いで踏襲す 

るという考えでいいと思う。 

 

【落合事業係長】 

  会議録は、レコーダーで記録し、まず全文記録を作成し、市ホームページで公開す 

るものを要点記録で作成していく形となる。 

 

 ⑵ 傍聴等について 

【諏訪庶務係長】 

  傍聴について、これまでと同様の可としたいが、いかがでしょうか。 

 

【福井委員】   

どの審議会でも傍聴ありきであるので、公運審も同様でいいのではないか。 

 

【鈴木公民館長】 

 続いて意見提案シートの取扱いは、審議会での意見等は、次回開催の１０日前まで

に提出いただく流れとなっている。 
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 第３７期では、資料６のような多くの意見をいただいた。委員の皆様と情報共有す

るが、取扱いを一律に決めることは難しいことから、あえての議題とはせずに、これ

を踏まえた議論として取扱いをしてきた。 

 今期も、必要に応じ、各委員において、審議会の場で発言をいただく取扱いとした

いと考えている。 

 

【大坪委員】  

  傍聴は、第３７期と同様に傍聴可として、意見提案シートについても極力取り扱う 

ことで、御異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

 ⑶ 公民館、公民館運営審議会の概略について 

【落合事業係長】 

  小金井市の公民館及び公民館運営審議会の概略と進め方については資料２のとお 

りである。 

 

【福井委員】  

 １０年前に公民館とはが理解できる「公民館手帳」の予算をつけて作成した。既に 

在庫はないと思うが、今後、製作していただきたいということを進言しておきたい。 

 

【大坪委員長】   

貴重な意見をありがとうございます。 

その他があればお願いする。 

 

【池本委員】   

この資料は、公開されていますか。 

         

【諏訪庶務係長】  

 会議録と同様にこれからホームページに公開する。 

 

【落合事業係長】 

  福井委員からの公民館手帳の改正等は、現状できていない。当時ホームページがな 

いことから、公民館のルールを皆さんに周知のためのものであった。今後は、ガイド 

ラインのような、ルールをきちんと市民に示せるものを作りたいと検討している。 

 

【大坪委員長】   

こういった場で内容を皆さんと審議し、いいものが作れたらいいので、引き続きお 

願いしたい。 

 

５ 報告事項 

 ⑴ 東京都公民館連絡協議会 委員部会の報告について 
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【八方事業係主査】   

第４回都公連委員部会運営委員会は９月１１日に福生市さくら会館で開催された。 

詳細は資料３をご覧いただきたい。 

前回まで審議会の委員が出席していたが、第３７期と第３８期の間であり、代理で 

参加した。 

協議事項では、第１回委員部会研修会が１０月２５日に福生市で開催するが、テー 

マは「多摩地域の公民館のしあさって～公民館の将来像を語り合おう～」の講話とグ 

ループ討議である。 

都公連のあり方検討会の答申は、引き続き、委員部会で検討していく。その他では、 

情報交換で小金井市は月刊こうみんかんとなるが、各市で持ち寄りそれぞれの公民館

活動の紹介及び報告を行った。 

 

【川上委員】   

講師の西山さんは、どういった経歴の方か。 

 

【落合事業係長】 

  後日回答させていただきたい。 

 

【諏訪庶務係長】 

  現時点で今後の都公連委員が決まっておりませんが、持ち帰り、事務局で調整させ 

ていただきたい。 

 

【大坪委員長】  

 ぜひとも参加の御協力をいただきたい。 

 

 ⑵ 公民館事業の報告について 

【落合事業係長】 

資料４をご覧いただきたい。資料の内容を確認の上、質問等があればこの場でお願 

いしたい。今回は、２館１１事業を報告させていただく。 

 

【福井委員】   

１ページの一番下に、小学生にアンケート記入時に、町名が分からない子どもたち 

がいたということですが、武田委員が参加されていたら直接聞きたかったが、町名ま 

で書かさないということであるか。 

 ２点目は、３ページの参加者が体調不良者で１人を除く１４人で、参加費を事前集 

金となっているが、その場合どのような取扱いとなるのか。 

３点目は、９ページの応募者数が不記載で不明であるが、事業係長も詳細をチェッ 

クしていただきたい。また、感想欄に今回は参加者の少なさから、参加者１６名全員

を１グループとあるが、９人ではないのか。 

 

【伊藤緑分館長】  

 小学生のアンケートの町名の記入は、言いたくないということではなくて、分から 
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ないということである。 

２点目の返金は、材料費等を最終的に計算し、思ったよりも安くできたことで、欠 

席、参加者の方々にもレシピとともに返金できた。 

 

【村山貫井北分館長】    

御指摘の参加者１６名は、９名に訂正させていただきたい。 

  

【石原委員】   

８ページの実施場所の表記が間違いであれば、直していただきたい。 

 

【村山貫井北分館長】   

御指摘の実施場所は、「学習室ＣとＤ」で、入力間違えです。 

 

６ 審議事項 

 公民館事業の計画について 

【落合事業係長】    

資料５をご覧いただきたい。 

事業計画は１つの表で示し、提案させていただく形で、年間事業計画のいわゆる柱 

があり、どのような形が当たるかを載せることの提案をいただいていて、来年度には 

対応したいと考えている。今回は、４館１４事業を御審議の上、承認いただきたい。 

 

【福井委員】 

  この一覧では記載の開催期間がまちまちで、フォーマットの計画表を３か月単位に 

するほうが、計画自体もチェックしやすいのでないかと思うので、検討いただきたい。 

 

【落合事業係長】    

３か月を基本として１つのポイントとしている。確実なポイントを定めた上での計 

画提案を検討したい。 

 

【大坪委員長】  

今期、この審議事項に一番時間をかけていきたいので、進行順序の工夫など考えて 

いきたいと思うので、皆さんにも御協力をお願いしたい。 

 

７ その他 

 ⑴ 第３７期公民館運営審議会の提言について 

【大坪委員長】 

第３７期公民館運営審議会の提言であるが、次回までにお目通しいただきたい。 

  

 ⑵ 公運審の開催スケジュールについて 

【諏訪庶務係長】 

 次回は、１１月１９日（水）午前１０時から８０１会議室で開催予定である。 
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８ 閉会 

【大坪委員長】 

以上で第３８期第１回公運審を終了させていただく。ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 

 


